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１．伊豆縦貫自動車道の事業概要
（１）事業目的

伊 豆 縦 貫 自 動 車 道 の 全 体 位 置 図

－ １ －

凡例

供用中

事業中

調査中

図２ 伊豆縦貫自動車道計画概要図図１ 伊豆縦貫自動車道全体位置図※図中、伊豆縦貫自動車道は赤表示

伊豆縦貫自動車道は、静岡県沼津市と下田市を結ぶ延長約６０

ｋｍの一般国道の自動車専用道路で、全国的な高速交通体系で

ある高規格幹線道路１４，０００ｋｍに位置づけられた路線です。

本自動車道は、東名及び新東名高速道路と連絡することにより

伊豆地域へ高速サービスを提供し、伊豆地域の緊急輸送道路の

機能強化を図るとともに、自然環境や温泉など観光資源に恵まれ

た伊豆地域の発展に寄与し、交通混雑緩和など地域の道路網強

化も期待されています。
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１．伊豆縦貫自動車道の事業概要
（１）事業目的

－ ２ －

伊豆縦貫自動車は、下記の４点を主な目的として事業を推進しており、多様な整備効果が期待されます。

①緊急輸送路の機能強化

・伊豆地域の緊急輸送道路上には異常気象時通行規制区間や南海トラフ巨大地震の津波浸水箇所が多数存在し、緊
急輸送路の機能が脆弱です。伊豆縦貫自動車道は、伊豆版「くしの歯作戦」の道路啓開作業①に位置づけられて
おり、救命・救援ルートの南北軸を形成します。

②救急医療活動の支援

・南伊豆地域には、第三次救急医療施設へ１時間以内で到達出来ない市町が多く存在します。伊豆縦貫自動車道の
整備により、第三次救急医療施設への搬送時間１時間圏域が広がります。

③観光支援
・下田市は、東京から等距離にあるその他の観光地に比べネットワークの不足から所要時間が長く競争力が低下し
ています。伊豆縦貫自動車道の整備により、高速ＩＣから伊豆地域の観光地への所要時間が短縮され、観光の周
遊性の向上が期待されます。

④交通渋滞の緩和

・伊豆地域では、沼津・三島都市圏、熱海市、伊東市、伊豆市、下田市の市街地において主要渋滞箇所が存在して
います。特に、伊豆地域の玄関口である沼津・三島都市圏では、伊豆方面への通過交通と生活交通の混在により
渋滞が慢性化しています。伊豆縦貫自動車道の整備により、環状道路が概成され交通が分散し、渋滞が緩和され
ます。
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●事業名 ：伊豆縦貫自動車道

●起終点 ：（起点）静岡県沼津市岡宮～（終点）静岡県下田市

●延長 ：約６０ｋｍ（内約３４．５ｋｍ事業中）

●道路規格 ：第１種第３級

●設計速度 ：８０ｋｍ/ｈ

●車線数 ：４車線（東駿河湾環状道路、天城北道路（一部２車線））

２車線（河津下田道路（Ⅰ期、Ⅱ期））

（２）計画概要
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土工部

・４車線（東駿河湾環状道路、天城北道路）

・２車線（天城北道路、河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期））

橋梁部

・４車線（東駿河湾環状道路、天城北道路）

・２車線（天城北道路、河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期））

トンネル部

東駿河湾環状道路 天城北道路 河津下田道路(Ⅱ期) 河津下田道路(Ⅰ期) 

起終点

起点 静岡県沼津市岡宮 静岡県伊豆市修善寺
静岡県賀茂郡

河津町梨本
静岡県下田市箕作

終点
静岡県田方郡

函南町平井
静岡県伊豆市矢熊 静岡県下田市箕作 静岡県下田市六丁目

都市計画決定
昭和６２年度

平成７年度
－ － 手続き中

事業化 昭和６３年度 平成６年度 平成２４年度 平成１０年度

用地着手年度 平成元年度 平成１２年度 未着手 未着手

工事着手年度 平成７年度 平成１４年度 未着手 未着手

供用済延長

（Ｈ２４年度末）

10.0km/15.0km

（暫定供用区間含む）
1.6km/6.7km 0.0km/6.8km 0.0km/約6km

前回の再評価
平成２２年度

（指摘事項なし：継続）

平成２２年度

（指摘事項なし：継続）

平成２３年度

（新規）

平成２２年度

（指摘事項なし：継続）

全体事業費
２，５２０億円
（増減無し）

５７０億円

（増減無し）

３１０億円

（増減無し）

２６０億円

（増減無し）
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・４車線（天城北道路）
・２車線（河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期）） 
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２．事業を巡る社会情勢等の変化

東日本大震災を踏まえ、「東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議」において、「中部圏地震防災基本戦略」が策定され、

道路啓開等のオペレーション計画の策定が優先的に取り組む連携課題として位置づけられています。

これを受け、巨大地震を想定した伊豆地域における道路啓開計画を検討するため、関係市町長、建設業協会、関係行政機関

等による「巨大地震を想定した伊豆地域道路啓開検討協議会」にて議論を行い、平成２５年３月、伊豆地域における道路啓開基

本方針（伊豆版「くしの歯作戦」）を策定しました。

■伊豆地域における道路啓開基本方針～伊豆版「くしの歯作戦」～[H25.3]

－ ４ －

伊豆地域の緊急輸送路の作業区分 道路啓開の実施体制南海トラフ巨大地震の推定津波浸水域

出典：南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）（Ｈ25.3）より作成

：緊急輸送道路（１次）
：緊急輸送道路（２次）
：緊急輸送道路（３次）

：推定津波浸水域（※）



－ ５ －

出典：伊豆地域における道路啓開基本方針
（Ｈ25.3）を基に作成

３．評価の視点 （伊豆縦貫自動車道）

① 緊急輸送路の機能強化
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

１）現状の課題

図３ 伊豆半島における緊急輸送道路、異常気象時通行規制区間など

■伊豆半島における緊急輸送道路、異常気象時通行規制区間等
２）整備効果

■伊豆版「くしの歯作戦」の道路啓開作業路線

図４ 伊豆地域の緊急輸送道路の作業区分

：新たな防災拠点の設置位置

【道路啓開作業①】
沿岸部の道路は、津波に

よって被災し通行が不能と
なることが想定されるため
南北軸の道路を啓開し、新
東名高速道路、東名高速道
路からの救命・救援ルート
を確保することを優先。

国道１３６号【台風による地滑り】
（Ｈ１９．７～Ｈ２０．１２）

国道４１４号【法面決壊】
（Ｈ２１．１１）

国道１３５号【豪雨による路肩決壊】
（Ｈ１５．８～Ｈ１５．１１）

（主）伊東西伊豆線【地震崩壊】
（Ｈ２１．８～Ｈ２２．３）

（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

（主）伊東西伊豆線【台風地滑り】
（Ｈ２３．９）

１）現状の課題
■伊豆地域の緊急輸送道路上には異常気象時通行規制区間や南海トラフ巨大地震の津波浸水箇所が多数存在し、緊急輸送路の機能が脆弱な状

況です。
■豪雨や地震による地滑りや法面決壊により、通行規制が発生し、生活交通や物流・観光交通を阻害しています。

２）整備効果
■伊豆縦貫自動車道は伊豆版「くしの歯作戦」の道路啓開作業①に位置づけられており、救命・救援ルートの南北軸を形成します。
■伊豆半島に新たな防災拠点設置が計画されており、これら防災拠点と新東名高速道路・東名高速道路をつなぐ輸送路を形成します。

函南町付近

伊豆市月ヶ瀬付近

下田市箕作付近

伊豆縦貫自動車道が伊豆版
「くしの歯作戦」の道路啓開
作業①に位置づけ

伊豆半島の中心軸
に新たな防災拠点
設置が計画
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伊豆の国市

沼津IC

長泉沼津IC

：緊急輸送道路（１次）
：緊急輸送道路（２次）
：緊急輸送道路（３次）

：津波浸水箇所

（国道と推定津波浸水域の交差箇所）

：推定津波浸水域（※）

：夏季大型車通行止区間

：線形が著しく悪い区間

：異常気象時通行規制区間

出典：南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）（Ｈ25.3）より作成
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－ ６ －

１）現状の課題
■南伊豆地域には、第三次救急医療施設へ１時間以内で到達できない市町が多く存在しています。
■高齢者の代表的な死因の１つである「心疾患（急性心筋梗塞）」は、１時間以内で救急搬送できない場合の生存率は２割以下です。

２）整備効果
■伊豆縦貫自動車道の整備により、南伊豆地域の第三次救急医療施設への搬送時間１時間圏域人口が３４％増加します。

② 救急医療活動の支援

１）現状の課題

出典：全線供用：H22センサス平日混雑時旅行速度
東駿河湾環状道路・天城北道路：80ｋｍ/ｈ

河津下田道路（Ⅰ期・Ⅱ期）：70ｋｍ/ｈ

図９ 第三次救急医療施設への搬送時間１時間圏（整備後）

出典：H22道路交通センサス旅行速度で算出

図７ 第三次救急医療施設への
搬送時間１時間圏（整備前）

■第三次救急医療施設への搬送時間１時間圏

第三次救急医療施設
（沼津市立病院）

第三次救急医療施設
（順天堂大学静岡病院）

下田市

第三次救急医療施設への到達時間

：１時間以内の地域

：１時間以上の地域
第三次救急医療
施設へ１時間以内
に到達できない
市町が多く存在

■第三次救急医療施設への搬送時間１時間圏の拡大

第三次救急医療施設
（沼津市立病院）

第三次救急医療施設
（順天堂大学静岡病院）

第三次救急医療施設への到達時間

：１時間以内の地域

：新たに１時間以内になっ

た地域

：１時間以上の地域

１時間圏域人口が
0.8→3.3万人に増加

（34%増） ※

（南伊豆地域）

下田市
南伊豆地域

南伊豆地域

図８ 救急患者の搬送時間と生存率の関係（藤本モデル）

１時間以内で
搬送できない場合、
急性心筋梗塞の
生存率は２割以下

■救急搬送時間と生存率の関係

順天堂大学
静岡病院

下田市

約１時間
２０分

順天堂大学
静岡病院

下田市

約１時間

供用中

事業中

調査中

※南伊豆地域の人口7.3万人に対し、
0.8万人（11％）が、3.3万人（45％）
となり、2.5万人（34％）増加

供用中

調査中

３．評価の視点 （伊豆縦貫自動車道）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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軽井沢 日光 下田

図１７ 伊豆縦貫自動車道整備による観光への効果

－ ７ －

③ 観光支援

２）整備効果

１）現状の課題
■時間距離の優位性低下により、伊豆地域は等距離圏の観光地に対し観光における競争力が低下しています。（軽井沢・日光のほぼ横ばいに対し、

下田は減少傾向）

■伊豆半島南部に対する道路のイメージは、「観光シーズンや休日に渋滞が多い」「道が狭く走りにくい」といった回答が多いですが、伊豆縦貫自動車
道が整備された場合は、「下田」「西伊豆」「南伊豆」への観光を希望する回答が多く、潜在的な観光需要は高い地域となっています。

２）整備効果
■高速道路のICから伊豆地域の観光地への所要時間短縮により、観光の周遊性向上が期待されます。

所要時間算定方法
整 備 前 ： H22センサス平日混雑時

旅行速度
全線供用 ： H22センサス平日混雑時

旅行速度
東駿河湾環状道路・
天城北道路：80ｋｍ/ｈ
河津下田道路
（Ⅰ期・Ⅱ期）：70ｋｍ/ｈ

１）現状の課題

等距離圏の観光地内
では、下田への所要
時間が最も長い

3.6時間

２時間

2.3時間

※道路種別毎に規制速度を設定し算出

■下田市への観光入り込み客数の変化

【下田市と等距離圏観光地における観光入り込み客数の推移】

【下田と同等距離の観光地までの所要時間】

図１４ 下田市と等距離観光地の観光入り込み客数の推移

図１３ 下田と同等距離の観光地までの所要時間

■伊豆半島南部の道路に対するイメージ

17.6%

35.6%

46.4%

54.5%

17.2%

0.0%

20.2%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80%

伊豆

東伊豆

修善寺

下田

西伊豆

南伊豆

天城峠

その他

32.7

17.3

13.5

6.3

2.0

44.2

73.4

0 20 40 60 80

観光シーズンや休日に
渋滞が多い道路

道が狭く、走りにくい道路

風光明媚できれいな
地域を走る道路

災害などで通行止めが
多い道路

沿線に観光地が多く、
楽しい道路

今まで行ったことが
ないなど、イメージが無い

その他

％

Ｑ：伊豆半島で自動車専用道路が整備された場合、
訪れてみたい地域は？（首都圏）（Ｎ=233）

下田市周辺地域は
潜在的な観光需要
が高い地域

図１５ 伊豆半島南部の道路に対するイメージ

図１６ 自動車専用道路整備時の観光需要

出典：H19アンケート調査出典：伊豆地域の道路整備のあり方検討会（静岡県）

■所要時間短縮効果（沼津ＩＣ～下田市間）

111

82
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整備前 全線供用

所
要
時
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（
分

）

約３０分
短縮

図１２ 伊豆縦貫自動車道整備
による所要時間短縮効果

観光シーズンの渋滞
が観光客を遠ざけて
いると思います。

Ｈ13 Ｈ17 Ｈ21

29％減

減少傾向5％増

6％減

※１ 社団法人 静岡県観光協会 静岡観光モデルコースより作成

供用中

調査中

主要観光施設※１

道の駅

伊東
マリン
タウン

天城越え

伊豆のへそ

花の三聖苑
伊豆松崎

下賀茂温泉
湯の花

開国下田
みなと

所要時間３０分短縮
（沼津ＩＣ～下田市間）

３．評価の視点 （伊豆縦貫自動車道）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点



－ ８ －

１）現状の課題
■伊豆縦貫自動車道に並行する国道１号、国道１３６号、国道４１４号では、沼津・三島都市圏、伊豆市、下田市において主要渋滞箇所が存在してい

ます。 特に、伊豆地域の玄関口である沼津・三島都市圏では、伊豆方面への通過交通と生活交通の混在により渋滞が著しい状況にあります。

２）整備効果
■伊豆縦貫自動車道の整備により、並行区間の渋滞損失時間が約６割削減され、交通渋滞が緩和します。

④ 交通渋滞の緩和

図２２ 伊豆縦貫自動車道並行区間の渋滞損失時間の変化

※渋滞損失時間の算定方法
並行区間：東駿河湾環状道路、天城北道路、河津下田道路

（Ⅱ期、Ⅰ期）の並行区間のみを集計
部分供用：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２）
整備後：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞損失

時間の変化率を求め、現況値に乗じて算定。

２）整備効果

270

656

353

135
96 94 120

66
22 6 6 6 17

75静岡県平均 ６７千人時間/年km

供用中

事業中
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沼津・三島
都市圏

出口
交差点

中島橋
交差点

天城北道路 河津下田道路
（Ⅰ期）

河津下田道路
（Ⅱ期）

下田市

伊豆市

東駿河湾環状道路

１）現状の課題
■伊豆縦貫自動車周辺（国道１号、国道１３６号、国道４１４号）の渋滞損失時間

図２１ 国道１号、国道１３６号、国道４１４号の渋滞損失時間
出典：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２）

沼津・三島都市圏では
著しい渋滞が発生
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３．評価の視点 （伊豆縦貫自動車道）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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●東駿河湾環状道路の全線供用に
より、沼津・三島都市圏の渋滞損
失時間が、約２割（３８千人時間／
年・ｋｍ）の削減が期待できます。

※渋滞損失時間の算定方法
整備前：渋滞損失時間確定値（H20年度）
部分供用：渋滞損失時間確定値（H22年度）
整備後：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率を求め、現況値に乗じて算定。

●東駿河湾環状道路の整備により
交通が分散し、沼津・三島都市
圏を通過する交通の減少が期
待できます。

図５ 東駿河湾環状道路の果たす環状道路機能

１）現状の課題
■沼津・三島都市圏では、伊豆方面への通過交通と生活交通等の混在により、静岡県平均の約２倍の渋滞損失時間が発生しています。
■観光期（河津桜等）には通過交通の流入により顕著な渋滞が発生しています（三島塚原ＩＣ；１．５ｋｍ、南二日町ＩＣ；２．０ｋｍ、大場川南；３．５ｋｍ）。

２）整備効果
■Ｈ２５年度の部分供用により、環状道路が概成され、沼津・三島都市圏を通過する交通の減少が期待できます。
■東駿河湾環状道路の整備により、沼津・三島都市圏内の渋滞損失時間が、全線供用時では約２割削減されることが期待できます。

２）整備効果１）現状の課題

④ 交通渋滞の緩和

■渋滞損失時間の比較

■沼津・三島都市圏の渋滞状況

出典：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２年度）
※沼津・三島都市圏：東駿河湾環状道路、国道1号、国道246号等で囲まれるエリアに含まれる県道以上を対象

出典：H25.3（休日）交通実態調査結果

②南二日町IC

③大場川南

①三島塚原IC

【全日】 【休日】

①1.5km

約２倍 約２倍

②2.0km

③3.5km

図６ 東駿河湾道路整備による沼津・三島都市
圏の渋滞損失時間の削減効果

最大渋滞長

：最大渋滞長の方向

図３ 渋滞損失時間

図４ 沼津・三島都市圏の渋滞状況

(H17) (H22)

174
160

136

0

50

100

150

200

整備前 部分供用 全線供用

渋

滞

損

失

時

間

（
千

人

時

間

/

年

・

ｋ

ｍ

）

渋滞損失時間が

約２割削減

３．評価の視点 （東駿河湾環状道路）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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天城北道路
整備後

現況
迂回ルート

迂回時間（分）

２）整備効果１）現状の課題

－ １０ －

１）現状の課題
■緊急輸送道路である一般国道１３６号において、通行止めが発生した場合には、大幅な迂回が発生します。

２）整備効果
■規制区間や線形不良区間等の回避により、防災力が向上するとともに、リダンダンシーを確保し、迂回時間の短縮に繋がります。

① 緊急輸送路の機能強化

89分
（約63ｋｍ）

12分
（約11ｋｍ）

迂回時間
約７７分短縮

※５ 時間算定方法：国道、迂回路：H22センサス平日混雑時旅行速度
天城北道路：８０km/hとして算出

●天城北道路が整備されれば、一般国道１３６
号・４１４号が寸断されたとしても、迂回時間
を大幅に短縮できます。

８９分 １２分

天城北道路整備後
（湯ヶ島温泉～修善寺ＩＣ間）

（約63ｋｍ）
（約11ｋｍ）

湯ヶ島温泉

修善寺IC

大平IC

天城湯ヶ島IC(仮称)

※５

図７ 迂回ルートと天城北道路整備後の迂回時間※４※１現況平常時 ：修善寺ＩＣ～国道１３６号～国道４１４号～湯ヶ島温泉
※２現況迂回ルート ：修善寺ＩＣ～（主）修善寺戸田線～（主）沼津土肥線～

国道１３６号～国道４１４号～湯ヶ島温泉
※３所要時間算定方法 ：国道、迂回路：H22センサス平日混雑時旅行速度
※４通行止め時間集計年：Ｈ１６～Ｈ２２

凡例
１次緊急輸送路
２次緊急輸送路
３次緊急輸送路
異常気象時通行規制区間

１７分
西側

迂回ルート
８９分

一般国道１３６号
急傾斜地崩壊
危険区域あり

修善寺天城
湯ヶ島線

通行止７年で
３１７時間※４

（崩土、落石）

湯ヶ島温泉～修善寺ＩＣ間

修善寺IC

大平IC

湯ヶ島温泉

平常時※１

東側迂回ルート
・・・脆弱で使えず

天城湯ヶ島IC(仮称)

迂回ルート※２

図６ 平常時と迂回ルートの所要時間※３

伊東西伊豆線
８ヶ月間通行止
（Ｈ２１．８～

Ｈ２２．３）

（主）修善寺戸田線
（主）修善寺戸田線

１次緊急輸送路
２次緊急輸送路
３次緊急輸送路

図５ 緊急輸送道路指定状況

（県）修善寺天城

湯ヶ島線

３．評価の視点 （天城北道路）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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図２７ 天城北道路整備による渋滞損失時間の削減効果
出典：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２） 、交通量推計データ

※渋滞損失時間の算定方法
部分供用：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２）
整備後 ：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞損失時間

の変化率を求め、現況値に乗じて算定。

【出口交差点】

２）整備効果１）現状の課題

④ 交通渋滞の緩和

■観光期（夏季8/12～8/19）における一般国道１３６号現道の渋滞状況

修善寺IC

渋滞長1,250m

大平IC

天城湯ヶ島IC(仮称)
至

沼
津

出口交差点

7:00
8:00
9:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00

沼津方面

：～20km/h
：20～30km/h
：30～50km/h
：50km/h～

出典；渋滞長･通過時間；Ｈ２４．８交通量・渋滞長調査結果
旅行速度；Ｈ２４.８民間プローブデータ（8/12～8/19)

下田方面

下田方面は7時～13時に
かけて速度低下が発生

7:00
8:00
9:00
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00
18:00

主要渋滞箇所

修善寺道路
至

下
田

沼津方面は10時～18時
にかけて速度低下が発生

図２６ 観光期における一般 国道１３６号現道の渋滞状況
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１）現状の課題
■一般国道１３６号出口交差点では、観光期（お盆等）の交通集中により、最大１２５０ｍの渋滞長の渋滞が発生しています。
■一般国道１３６号現道では、出口交差点周辺において観光期の速度低下が顕著であり、７時から１８時にかけて渋滞が発生しています。

２）整備効果
■天城北道路の整備により、地域の主要渋滞箇所である出口交差点の渋滞損失時間が約９割削減されることが期待できます。

３．評価の視点 （天城北道路）
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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－ １２ －

１）現状の課題
■国道１３５号では、南海トラフ巨大地震による津波浸水区域を通過し、複数箇所で浸水が想定されています。

■国道４１４号は、隘路や線形不良区間（夏季大型車規制区間）が存在するとともに、災害による通行止めも多発しており、災害時には緊急輸送道路と
して機能が脆弱で、半島南部地域の孤立が懸念されます。

２）整備効果
■東海地震による津波浸水区域、線形不良区間や隘路を回避する第１次緊急輸送路を確保することで、災害時の安全性・信頼性が確保されます。

１）現状の課題

２）整備効果

① 緊急輸送道路の確保

図６ 緊急輸送路の確保

＜現道：国道414号（河津下田道路（Ⅱ期）並行区間）
の通行止めの実績（H13以降）＞

＜現道：国道135号～主要地方道下佐ヶ野谷津線
の通行止めの実績（H13以降）＞

赤字：全面通行止め

番号 発生日
通行止め

時間
理由

① 平成20年11月25日 6時30分
路面
陥没

② 平成19年7月15日 150時00分 崩土
③ 平成19年9月6日 21時40分 倒木
④ 平成16年10月9日 19時30分 崩土
⑤ 平成16年10月9日 4時00分 崩土

番号 発生日
通行止め

時間
理由

⑥ 平成16年10月9日 20時05分 崩土

：崩土

：路面陥没

：倒木

●通行規制区間、線形不良区間を回避した緊急
輸送道路が確保されます。

災害による通行止め
が多発

線形不良区間（夏季
大型車規制区間）が
存在

河津町～下田市街地
間の半島内陸では緊
急輸送道路が未確保

図５ 河津町、下田市周辺の津波被害想定および通行止め実績

■河津町、下田市周辺の津波被害想定および通行止め実績

（主）下佐ヶ野谷津線

：緊急輸送道路（１次）

凡例

河津下田道路
（Ⅱ期）

河津下田道路
（Ⅰ期）

河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期）
が一体となって、河津町～下
田市街地間の半島内陸にお
ける緊急輸送道路を確保

半島南部地域

孤立が懸念

出典：南海トラフ巨大地震の被害想定（第二次報告）（Ｈ25.3）より作成

：推定津波浸水域（※）

：津波浸水箇所

（国道と推定津波浸水域の交差箇所）

：緊急輸送道路（１次）

：夏季大型車通行規制区間

凡例

南伊豆町

松崎町

河津町

下田市

３．評価の視点 （河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期））
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点



１）現状の課題
■下田市には、第二次救急医療施設へ１５分以内で到達できていない地区が存在しています。
■多量出血では、救急医療施設へ１５分以内で搬送できない場合、死に至る可能性が高くなります。

２）整備効果
■河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期）の整備により、第二次救急医療施設への搬送時間１５分圏域人口が約４千人増加します。

② 救急医療活動の支援

２）整備効果

－ １３ －

１）現状の課題
■第二次救急医療施設への搬送時間１５分圏 ■第二次救急医療施設への搬送時間１５分圏

の拡大

■救急搬送と死亡率の関係

図１０ 第二次救急医療施設への搬送時間15分圏（整備前）

出典：H22道路交通センサス旅行速度で算出

図１２ 第二次救急医療施設への搬送時間15分圏（整備後）

出典：H22道路交通センサス旅行速度で算出

第二次救急医療施設
（下田メディカルセンター）

第二次救急医療施設への到達時間

：15分以内の地域

：新たに15分以内になった地域

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

河津町

東伊豆町

第二次救急医療施設
（下田メディカルセンター）

第二次救急医療施設への到達時間

：15分以内の地域

南伊豆町

松崎町

西伊豆町

河津町

東伊豆町

事業中

調査中

下田市内には15分で
到達できない地域が存在
（未到達人口 約２千人）

下田市
下田市

15分圏域人口が
約2.8→約3.2万人に増加
(下田市約2.3→約2.5万人に増加)

図１１ カーラーの救命曲線

15分で搬送できた場合、多量
出血による死亡率が概ね解消

供用中

調査中

３．評価の視点 （河津下田道路（Ⅱ期、Ⅰ期））
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点
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－ １４ －

③ 観光支援

２）整備効果

１）現状の課題
■伊豆半島の南部の国道４１４号には、夏季大型車通行規制区間や線形が著しく悪い区間が存在しています。
■伊豆半島南部の夏季の入込み客数は多いですが、年々減少傾向にあります。

■前述のように、伊豆半島南部に対する道路のイメージは、「観光シーズンや休日に渋滞が多い」「道が狭く走りにくい」といった回答が多いですが、伊
豆縦貫自動車道が整備された場合は、「下田」「西伊豆」「南伊豆」への観光を希望する回答が多く、潜在的な観光需要は高い地域となっています。

２）整備効果
■観光に悪影響をあたえている国道４１４号の夏季大型車通行規制を回避でき、大型観光バスのスムーズな通行が可能になります。

１）現状の課題

■伊豆半島南部の線形不良区間

図１９ 主要観光施設の入り込み客数（H21～H23）
出典：静岡県観光交流の動向（H21～H23）

図２０ 夏期大型車通行規制の回避

●観光に悪影響をあたえている国道414号の夏季
大型車通行規制(7/20-8/20)を回避でき、大型
観光バスのスムーズな通行が可能になります。

南伊豆町

松崎町

河津町

下田市

西伊豆町
東伊豆町

※2 伊豆半島の南部に位置する下田市、南伊豆町、河津町、松崎町の集計値
※1 河津桜のシーズンの遅れによる影響と想定

：夏季大型車通行止区間

：線形が著しく悪い区間
(R=50m以下)

夏季大型車通行止区間
や線形が著しく悪い区間 夏季の入込みは、

前年比約２割減

：伊豆半島南部地域

河津下田道路
（Ⅱ期）

河津下田道路
（Ⅰ期）

下田市

夏季大型車
通行規制区間
（7/20-8/20）

河津町

狭隘な上、線形の悪い箇所が
連続する区間（R=50m以下）

：夏季大型車通行止区間 ：線形が著しく悪い区間 (R=50m以下)

未改良区間の回避

夏季混雑区間の回避

図１８ 伊豆半島南部の線形不良区間

■伊豆半島南部の観光入込み客数の変化

３．評価の視点 （河津下田道路（Ⅱ期））
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点



期）の整備により地域の主要渋滞箇所である中島橋交差点の渋滞損失時間が約４割削減され、効率的な観光周遊が期待できます。

１）現状の課題
■下田地域は、水族館や海水浴場等の観光施設が多数存在し、７月～８月にかけて観光客が集中します。
■夏期観光期には観光客が増え、主要渋滞箇所である中島橋交差点等で顕著な渋滞が発生しています。（中島橋交差点；最大渋滞長２．７ｋｍ）

２）整備効果
■河津下田道路（Ⅰ期）の整備により地域の主要渋滞箇所である中島橋交差点の渋滞損失時間が約４割削減され、効率的な観光周遊が期待できます。

出典：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２） 、交通量推計データ

図６ 中島橋交差点の渋滞損失時間の変化

※渋滞損失時間の算定方法
整備前：渋滞損失時間確定値（Ｈ２２）。
全線供用：交通量推計により整備あり・なしにおける渋滞損失時間の変化率

を求め、現況値に乗じて算定。

２）整備効果

観測日：平成２４年８月１９日（日）交通実態調査結果

－ １５ －

１）現状の課題

④ 交通渋滞の緩和

■観光期（夏季8/19）の渋滞状況

下田ＩＣ
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３６０ｍ
通過時間５分

最大渋滞長
120ｍ
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通過時間３９分

2007 ZENRIN CO.，LTD.(Z10DB第207号)©
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出典：H22確定値渋滞損失時間

国道136号は静岡県内の
国道平均の約2倍

■中島橋交差点の渋滞損失時間の削減
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図３ 下田市内における夏期観光期の渋滞状況
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３．評価の視点 （河津下田道路（Ⅰ期））
（ １ ） 事 業 の 必 要 性 等 に 関 す る 視 点

下田市街の渋滞状況

414

135

136

20km/h未満

20km以上30km/h未満

伊豆急行下田駅

中島橋
交差点

下田市役所

出典：民間プローブデータ（H24.8月休日12h平均) 



４．費用対効果分析：一般国道１号 東駿河湾環状道路

－ １６ －

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
３，９７４億円 ＋ ３５８億円 ＋ １６６億円

３，０７１億円 ＋ １０７億円

４，４９８億円

３，１７７億円
＝

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
１，３５１億円 ＋ ９２億円 ＋ ５１億円

１６９億円 ＋ ４２億円
＝

１，４９５億円

２１０億円
＝ ＝

１．４（１．２）

７．１（７．５）

※１

※１・２

（１）３便益による事業の投資効果

（ ）は、前回評価時
【前回評価時からの変更点】

１．Ｈ２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２２→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５）

３．全線暫定供用に伴う便益を計上 ４．全線暫定供用に伴う維持管理費を計上

５．前回評価時からの間に部分供用があり、便益が減少（残事業のみ）

（２）客観的評価指標の該当項目
①円滑なモビリティの確保

・並行区間等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・並行区間等における混雑時旅行速度が２０ｋｍ／ｈ未満である区間の旅行速度の改善が期待される。

・利便性の向上が期待できるバス路線(東海バス、伊豆箱根バス）が存在する。

・新幹線駅（ＪＲ三島駅）へのアクセス向上が見込まれる。

②都市の再生

・市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり。

③国土・地域ネットワークの構築

・当該路線が新たに拠点都市間（沼津市、三島市）を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する。

・日常活動圏中心都市（沼津市、三島市 沼津ＩＣ～伊豆市）へのアクセス向上が見込まれる。

④個性ある地域の形成

・拠点開発プロジェクト、（富士山麓先端健康産業集積（ファルマバレー）構想）を支援する。

・主要な観光地（伊豆地域）へのアクセス向上が期待される。

⑤安全な生活環境の確保

・並行区間等に死傷事故率が５００件／億台キロ以上である区間（三島富士線（本町～広小路町））が存する場合において、交通量の減少、歩道 の設置又は線形不良区間の解消等により、

当該区間の安全性の向上が期待できる。

⑥災害への備え

・第一次緊急輸送路として位置付けられている。

⑦地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑧生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。

・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

・夜間騒音値の低減が見込まれる。



４．費用対効果分析：一般国道４１４号 天城北道路

－ １７ －

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
６６３億円 ＋ ９５億円 ＋ ２９億円

５０２億円 ＋ ３１億円

７８７億円

５３３億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
４４１億円 ＋ ５８億円 ＋ ２０億円

２５５億円 ＋ ２４億円
＝

５１９億円

２７９億円
＝ ＝

１．５（ １．３ ）

１．９ （ １．２ ）

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

※１

※１・２

（１）３便益による事業の投資効果

（ ）は、前回評価時
【前回評価時からの変更点】

１．Ｈ２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２２→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５）

３．全線暫定供用に伴う便益を計上 ４．全線暫定供用に伴う維持管理費を計上

①円滑なモビリティの確保

・並行区間等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・利便性の向上が期待できるバス路線（東海バス）が存在する。

②国土・地域ネットワークの構築

・当該路線が新たに拠点都市間（伊豆市、伊豆の国市）を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する。

・日常活動圏中心都市（旧修善寺町～旧天城湯ヶ島町）へのアクセス向上が見込まれる。

③個性ある地域の形成

・主要な観光地（伊豆半島地域）へのアクセス向上が期待される。

④安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設（順天堂大学付属静岡病院）へのアクセスが向上が見込まれる。

⑤災害への備え

・第一次緊急輸送路として位置付けられている。

・緊急輸送道路の代替路線を形成する。

⑥地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑦生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。

・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

（２）客観的評価指標の該当項目



４．費用対効果分析：一般国道４１４号河津下田道路（Ⅱ期）

－ １８ －

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体）＝ ＝
２６６億円 ＋ ４６億円 ＋ １６億円

２２９億円 ＋ １９億円

３２７億円

２４８億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
２６６億円 ＋ ４６億円 ＋ １６億円

２２２億円 ＋ １９億円
＝

３２７億円

２４２億円
＝ ＝

１．３（１．２）

１．４

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

※１

※１・２

（１）３便益による事業の投資効果

【前回評価時からの変更点】

１．Ｈ２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２３→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２５）

（ ）は、前回評価時

①円滑なモビリティの確保

・並行区間等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・利便性の向上が期待できるバス路線（東海バス、伊豆下田バス）が存在する。

②個性ある地域の形成

・主要な観光地（下田市、南伊豆町などの南伊豆地域）へのアクセス向上が期待できる。

③安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設（順天堂大学医学部附属静岡病院）へのアクセス向上が見込まれる。

④災害への備え

・第一次緊急輸送道路として位置づけられている。

・緊急輸送道路の代替路線を形成する。

・並行区間等の特殊通行規制区間（夏季大型車通行規制区間）を解消する。

⑤地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑥生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。

・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

（２）客観的評価指標の該当項目



４．費用対効果分析：一般国道４１４号河津下田道路（Ⅰ期）

－ １９ －

○投資効率性の評価

◇Ｂ／Ｃ（事業全体） ＝ ＝
２８６億円 ＋ ５２億円 ＋ ２２億円

１９６億円 ＋ １６億円

３５９億円

２１２億円
＝

◇Ｂ／Ｃ（残事業）
２８６億円 ＋ ５２億円 ＋ ２２億円

１６７億円 ＋ １６億円
＝

３５９億円

１８３億円
＝ ＝

１．７（１．４）

２．０（１．６）

※１平成22年8月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することにとなっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来OD表に基づきB/Cを算出
※２未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。

※１

※１・２

（１）３便益による事業の投資効果

（ ）は、前回評価時
【前回評価時からの変更点】

１．Ｈ２５年度事業化済道路網に変更（Ｈ２２→Ｈ２５） ２．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２２→Ｈ２５）

①円滑なモビリティの確保

・並行区間等の年間渋滞損失時間の削減が見込まれる。

・利便性の向上が期待できるバス路線（東海バス、伊豆下田バス）が存在する。

②都市の再生

・市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携がある。

③国土・地域ネットワークの構築

・日常活動圏中心都市（下田市～沼津市）へのアクセス向上が見込まれる。

④個性ある地域の形成

・主要な観光地（下田市、南伊豆町などの南伊豆地域）へのアクセス向上が期待できる。

⑤安全で安心できるくらしの確保

・三次医療施設（共立湊病院～順天堂大学医学部附属静岡病院）へのアクセス向上が見込まれる。

⑥災害への備え

・緊急輸送道路の代替路線を形成する。

⑦地球環境の保全

・ＣＯ２排出量の削減が見込まれる。

⑧生活環境の改善・保全

・ＮＯ２排出量の削減が見込まれる。

・ＳＰＭ排出量の削減が見込まれる。

（２）客観的評価指標の該当項目
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－ ２０ －

（１）事業の進捗状況

図２８ 伊豆縦貫自動車道計画概要図

■東駿河湾環状道路

・三島塚原IC～函南塚本IC間(L=6.8km)は、平成25年度に供用（2/4、

2/2）予定です。

・大場・函南IC～函南IC （仮称）間(L=1.9km)は、概ね10年程度の供用（2/4）

を目指します。

■天城北道路

大平IC～天城湯ヶ島IC（仮称）間(Ｌ＝5.1km)は、概ね10年程度の供用（2/2、
2/4）を目指します。

■河津下田道路（Ⅱ期）

河津IC（仮称）～下田北IC（仮称）間（L＝6.8ｋｍ）は、概ね10年程度の供用
（2/2）を目指します。

■河津下田道路（Ⅰ期）

下田北IC(仮称)～下田IC(仮称)間(L＝約6km)は、概ね10年程度の供用（2/2）

を目指します。

（２）事業の進捗の見込み

■事業進捗率（平成２４年度末）は、東駿河湾環状道路：約８９％、

天城北道路：約３０％ 、河津下田道路（Ⅱ期）：約１％、

河津下田道路（Ⅰ期）：約９％

■用地取得率（平成２４年度末）は、東駿河湾環状道路：約８８％、

天城北道路：約９８％、河津下田道路（Ⅱ期）：０％、

河津下田道路（Ⅰ期）：０％

■東駿河湾環状道路：三島塚原ＩＣ～函南塚本ＩＣ間（Ｌ=６．８ｋｍ）を工事中です。

■天城北道路：大平ＩＣ～天城湯ヶ島ＩＣ（仮称）間（Ｌ＝５．１ｋｍ）を工事中です。

■河津下田道路（Ⅱ期）：河津ＩＣ（仮称）～下田北ＩＣ（仮称）間（Ｌ＝６．８ｋｍ）は、
調査設計中です。

■河津下田道路（Ⅰ期）：下田北ＩＣ（仮称）～下田ＩＣ（仮称）間 （Ｌ＝約６ｋｍ）は、
都市計画・条例アセス手続き中です。

５．事業の進捗及び見込み



－ ２１ －

■高規格幹線道路である伊豆縦貫自動車道は、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、

観光支援、救急医療活動の支援、緊急輸送路の機能強化など、期待される効果が大きい合理的な計画であるため、計画の変更は困難です。

■ただし、今後、技術の進展に伴う新工法の採用等によるコスト縮減に努めながら事業を推進していきます。

６．コスト縮減や代替案立案等の可能性

７．県・政令市への意見聴取結果
＜国道１号 東駿河湾環状道路＞

■静岡県の意見

本事業は、沼津・三島都市圏において、伊豆地域へ流入する観光・物流などの広域交通と生活交通などの混在を解消し、渋滞を緩和するとともに、

伊豆半島への30分圏が拡大し観光の周遊性向上に大きく寄与する、地域全体の発展に欠かせない道路です。

また、近い将来の発生が危倶されている南海トラフ巨大地震等により甚大な被害が想定されている伊豆地域にとって、伊豆縦貫自動車道は、「命の

道」であり、早期の全線供用開始に向け、東駿河湾環状道路の残事業区間についても、コスト縮減の徹底と整備推進をお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き、県、地元市町と十分な調整をお願いします。



７．県・政令市への意見聴取結果

－ ２２ －

＜国道４１４号 天城北道路＞

＜国道４１４号 河津下田道路（Ⅱ期） ＞

＜国道４１４号 河津下田道路（Ⅰ期） ＞

■静岡県の意見

本事業は中伊豆地域における国道136号、414号の渋滞を緩和するとともに大規模災害時等における緊急輸送路としての機能も果たし、当該地域及

び伊豆地域全体の発展と住民の安全・安心のために欠かせない道路です。

また、近い将来の発生が危倶されている南海トラフ巨大地震等により甚大な被害が想定されている伊豆地域にとって、伊豆縦貫自動車道は、緊急輸

送路としての機能を担う「命の道」であり、早期の全線供用開始に向け、天城北道路についても、コスト縮減の徹底と整備推進をお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き、県、地元市町と十分な調整をお願いします。

■静岡県の意見

本事業は、国道414号の夏季大型車通行規制区間を解消し、観光交通の集中による慢性的な交通混雑緩和とともに、大規模災害時等における緊急

輸送路としての機能確保、医療施設への救急患者搬送時間の短縮など，当該地域及び伊豆地域全体の発展と住民の安全・安心のために欠かせない

道路です。

また、近い将来の発生が危倶されている南海トラフ巨大地震等により甚大な被害が想定されている伊豆地域にとって、伊豆縦貫自動車道は、緊急輸

送路としての機能を担う「命の道」であり、早期の全線供用開始に向け、河津下田道路（Ⅱ期）についても、コスト縮減の徹底と整備推進をお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き、県、地元市町と十分な調整をお願いします。

■静岡県の意見

本事業は、下田市街地における観光交通による慢性的な交通混雑緩和とともに、大規模災害時等における緊急輸送路としての機能確保、医療施設

への救急患者搬送時間の短縮など、当該地域及び伊豆地域全体の発展と住民の安全・安心のために欠かせない道路です。

また、近い将来の発生が危倶されている南海トラフ巨大地震等により甚大な被害が想定されている伊豆地域にとって、伊豆縦貫自動車道は、緊急輸

送路としての機能を担う「命の道」であり、早期の全線供用開始に向け、河津下田道路（Ⅰ期）についても、コスト縮減の徹底と整備推進をお願いします。

また、各年度の事業実施に当たっては、引き続き、県、地元市町と十分な調整をお願いします。



８．対応方針（原案）

－ ２３ －

●一般国道１号 東駿河湾環状道路の事業を継続する。

●一般国道４１４号 天城北道路の事業を継続する。

●一般国道４１４号 河津下田道路（Ⅱ期）の事業を継続する。

●一般国道４１４号 河津下田道路（Ⅰ期）の事業を継続する。


